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クラウドクラウドクラウドクラウドとはとはとはとは？？？？

出典 : https://cloudsecurityalliance.org/csaguide.pdf



国内企業国内企業国内企業国内企業のののの仮想化技術仮想化技術仮想化技術仮想化技術のののの導入導入導入導入状況状況状況状況

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/itdoukou/2010/01.pdf

出典 ： JUAS 企業IT 動向調査2011 報告書

仮想化
（サーバ）

仮想化
（ストレージ）



国内企業国内企業国内企業国内企業ののののパブリックパブリックパブリックパブリッククラウドクラウドクラウドクラウドへのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/itdoukou/2010/01.pdf

出典 ： JUAS 企業IT 動向調査2011 報告書
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クラウドクラウドクラウドクラウドのののの提供提供提供提供モデルモデルモデルモデルとととと責任範囲責任範囲責任範囲責任範囲
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出典：Information Supplement – PCI DSS Virtualization Guidelines – June 2011

クラウドサービスクラウドサービスクラウドサービスクラウドサービス利用者利用者利用者利用者のののの責任範囲責任範囲責任範囲責任範囲

クラウドサービスクラウドサービスクラウドサービスクラウドサービス提供者提供者提供者提供者のののの責任範囲責任範囲責任範囲責任範囲

責任範囲

クラウドのタイプ

SaaSPaaSIaaS

データ

ソフトウェア、ユーザアプリケーション

ＯＳ、データベース

仮想インフラ （ハイパーバイザハイパーバイザハイパーバイザハイパーバイザ、、、、仮想仮想仮想仮想アプライアンスアプライアンスアプライアンスアプライアンス、、、、VM、、、、仮想仮想仮想仮想ネットワークネットワークネットワークネットワーク））））

コンピュータとネットワークＨＷ(CPU、、、、メモリメモリメモリメモリ、、、、ストレージストレージストレージストレージ、、、、ケーブルケーブルケーブルケーブル)

データセンター （物理設備物理設備物理設備物理設備））））



プライベートクラウドプライベートクラウドプライベートクラウドプライベートクラウド VS VS VS VS パブリッククラウドパブリッククラウドパブリッククラウドパブリッククラウド

社内インフラ規模の範囲

初期投資、
維持管理

ベンダーの
インフラ規模の範囲

ファイアーウォール
の内側

ファイアーウォール
の外側

従量課金

詳細な制御、
監査が可能

提供される
サービスによる

コントロール

コスト

セキュリティ

拡張性

プライベートクラウド パブリッククラウド



柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性．．．．迅速性迅速性迅速性迅速性のののの享受享受享受享受
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アクセスアクセスアクセスアクセス容易性容易性容易性容易性のののの活用活用活用活用



9

作成したマテリアル



クラウドクラウドクラウドクラウド活用検討活用検討活用検討活用検討プロセスプロセスプロセスプロセスのののの概要概要概要概要
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社内IT全体として定期的に取り組むアクティビティ

クラウド適用を検討する業務／システム毎に実施するアクティビティ

社内IT環境の
クラウド準備度評価

ビジネスゴール
の確認

要求事項と制約条件
の評価

クラウド活用
形態の検討

クラウドベンダー
の選定

要求を
満たす？

Y
E
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Y
E
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Y
E
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Y
E
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《ゴールの例》
短期間でのマーケット投入
ITコストの削減と最適化
イノベーションを可能にする

《評価項目の例》
要求される稼働率
外部連携の数・質
対象とする業務の内容

《意思決定の実施》
・従来型／IaaS／PaaS／SaaS
・Private／Public

《選定時留意点の例》
SLAの内容
情報の公開
セキュリティ

《評価項目の例》
仮想化/アウトソースのスキル
ITガバナンス
社内データセンタの状況

クラウドクラウドクラウドクラウド適用検討適用検討適用検討適用検討プロセスプロセスプロセスプロセスは、企業内のある業務も
しくはシステムに、クラウドコンピューティング技術の
適用を検討する際、適切適切適切適切ななななクラウドクラウドクラウドクラウドのののの活用形態及活用形態及活用形態及活用形態及びびびび
ベンダーベンダーベンダーベンダーのののの選定選定選定選定を支援する為の作業プロセスです。



アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティをををを支援支援支援支援するするするするチェックシートチェックシートチェックシートチェックシート
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各アクティビティで必要な情報収集を支援するチェックシート用意しています。
評価すべき観点観点観点観点のののの漏漏漏漏れれれれを防止し、適切適切適切適切なななな判断判断判断判断にににに必要必要必要必要なななな「「「「気気気気づきづきづきづき」」」」を促します。



クラウドクラウドクラウドクラウド活用形態検討活用形態検討活用形態検討活用形態検討シートシートシートシート

12

適切なクラウド活用形態を選定する検討シートの雛形雛形雛形雛形を用意しています。
クラウド適用検討プロセスの実施を通して、設問の追加、係数の調整を行い、
よりよりよりより自社自社自社自社ののののポリシーポリシーポリシーポリシーがががが反映反映反映反映されたものされたものされたものされたものに成長成長成長成長させていくことができます。
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各アクティビティの概要



社内社内社内社内ITITITIT環境環境環境環境ののののクラウドクラウドクラウドクラウド準備度評価準備度評価準備度評価準備度評価
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• ＩＴ部門のスキル

• 仮想化環境の使用経験、規模
• ＩＴアウトソーシングの活用経験

• ＩＴガバナンス

• ビジネスとの連携、ＩＴ戦略
• ＩＴ投資管理、システム・データ体系の標準化、リスク管理

• ＩＴインフラの状況

• 外部接続の帯域幅、冗長性
• ＩＤ管理やパスワード管理



ビジネスゴールビジネスゴールビジネスゴールビジネスゴールのののの確認確認確認確認
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• 既存資産の使用効率の向上

• 既存のＩＴ資産を集約して資源プールを構築
• 各システム毎にピークに対応した資源を持つ必要なし

• 固定費を変動費に

• 毎月、使った分だけ払う予測可能なコスト構造
• 新規立ち上げ時の大きな初期投資が不要

• 常に最新のバージョンを利用可能

• コスト、リスクなしで常に最新バージョンが使用可能



要求事項要求事項要求事項要求事項とととと制約条件制約条件制約条件制約条件のののの評価評価評価評価
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• 非機能要件

• 稼働率や障害時のサービス切り替え時間
• ピーク時のワークロード、及びその変動（季節、時間経過）

• 他システムとの連携

• 連携の数、質（リアル／バッチ、同期／非同期）
• 連携の相手（社内／社外）

• 対象とするビジネスの内容

• コア業務／非コア業務
• 扱うデータに個人情報・機密情報は含まれるか

• 予想されるコスト

• 開発コスト／運用コスト



クラウドクラウドクラウドクラウド活用形態活用形態活用形態活用形態のののの検討検討検討検討

IaaSIaaSIaaSIaaS

PaaSPaaSPaaSPaaS

SaaSSaaSSaaSSaaS

配備モデル

提供モデル

PublicPublicPublicPublicPrivatePrivatePrivatePrivate

グループ内での
共通業務

グループ内での
共通業務

独自業務
・コア業務

独自業務
・コア業務

既存システム
のP2V移行

既存システム
のP2V移行

グループ内での共通
利用によるコスト削減

機能追加の自由度
は高い

構成・機能において
自由度が大きい

会計上は固定費 調達にかかる時間と手間・
大きな初期投資＆すぐには止められない

資源に対する完全なコントロール
（モニタリング、オペレーション）

社内にプールされている範囲内での
スケーラビリティ、アジリティの提供

ＩＴ部門による運用・維持管理が必要

セキュリティ、信頼性に関しては従来どおり

会計上は変動費 すぐに始められる＆すぐに止められる

資源に対する限定的なコントロール

クラウドプロバイダによるスケーラビリティ、
アジリティの確保、規模の経済による低コスト化

クラウドプロバイダによる運用・維持管理の提供

セキュリティ、信頼性はSLAによる担保

一般企業で
の共通業務

一般企業で
の共通業務

大規模
計算処理

大規模
計算処理

負荷変動の激
しいB2Cサイト

負荷変動の激
しいB2Cサイト Scale-out, HA, DR, V-up等は

サービスとして提供される

Scale-out, HA, DR, V-up

はユーザ側で対応必要

機能追加の自由度は低い

アプリの機能追加を含めて
ユーザ側での維持管理は不要

ロックイン ・ ガバナー制約



クラウドベンダークラウドベンダークラウドベンダークラウドベンダーのののの選定選定選定選定
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• ＳＬＡの内容を確認

• 要求を満たしているか？
• サービスの可用性
• サポートや障害対応の応答時間
• ＳＬＡが満たされない場合の補償内容

• 内容の交渉・調整は可能か？
• 認識の齟齬はないか？

• サービス提供内容やベンダーの状況

• 稼動状況、障害情報が適切に公開されているか
• 外部の監査報告等を入手することが可能か
• ベンダーの財務状況はどうなっているか
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